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１．授業のねらい・概要 

  看護実践能力の基礎となる基本的な看護技術の修得を目的とする。また，看護学概論での学びに基づき看護

提供者としての基本的な姿勢と態度について考えることをねらいとする。 

 

２．到達目標 

１．安全・安楽の原則に従って援助が実施できる。  

２．科学的な根拠を踏まえて援助が実施できる。 

 ３．援助を受ける対象の身体的・心理的反応を共有し，看護の対象への理解を深める。 

４．実施した援助を振り返り，看護提供者としての課題を明らかにすることができる。 

５．看護提供者としての身だしなみ・態度・言葉遣いについて考え，適切に実践することができる。 

 

３．授業の進め方 

 学生 3～4 人でグループ編成し，交互に患者・看護者・観察者となって技術演習を実施する。実施した技術

や患者体験についてグループ討議を行い，演習記録を作成する。適宜，学生による患者モデルやデモンストレ

ーション，課題発表などの機会を設ける。 

 

４．授業計画 

１．ガイダンス（及川秀子） 

感染予防について（松﨑圭子） 

２．スタンダードプリコーション（松﨑） 

３．リネン類の取り扱い（及川） 

４．ベッドメーキング①（及川） 

５．ベッドメーキング②（及川） 

６．ユニフォームの着用/身だしなみ（及川.松﨑） 

  実技試験オリエンテーション（及川） 

７．シーツ交換（及川） 

８．ベッド周りの環境整備（松﨑） 

９．ベッド周りの環境測定（松﨑） 

10．体位変換・ボディメカニクス（及川） 

11．罨法 課題発表（及川）  

12．移動①（松﨑） 

13．移動②（松﨑）  

14．実技試験（及川） 

15．環境調整の技術（及川・松﨑） 

 

５．成績評価の方法・基準 

 定期試験 50％，実技試験 20％，記録 20％，身だしなみ・態度 10％により総合的に評価する。  
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７．準備学習に必要な時間，又はそれに準じる程度の具体的な内容 

  授業計画の範囲について最低 1 時間の予習および授業内容の復習を行うこと。また，実践可 

能な水準の技術修得のため授業時間外で自主練習を行うこと。 

 

８．受講上の留意事項  

  看護体験実習の先修科目である。 

 

９．課題に対するフィードバックの方法 

  課題提出物は教員が内容をチェックして返却する。内容の不備なものは再提出を求めることがある。実技試

験の結果については終了後に口頭で伝達する。試験については実施の際に解答などを説明する。 

 

10．卒業認定･学位授与の方針と当該授業科目との関連 

  必修科目であり，修得できない場合は進級不可となる。 


